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味が 無 い II さ うい ふ ものが ある。 興味が 無い とい ふ 

理由 —— それ は 様々 あらう。 然し、 或る 芸術的 作品に 

対し、 それが わからないで 興味の もてない 人間よりも、 

それが わかって ゐ ながら、 それ以上の もの を 求める 人 

間の 方に、 誰し も 敬意 を 払 ふに 違 ひない。 芸術家の 目 

ざす 相手 は、 正に、 かくの 如き 公衆で なければ ならな 

ヽ o 

レ 

これ だけの ことが わかって ゐれ ば、 どんな 小数 者の 

為め の 芸術 も 立派に 存在の 理由が あるで はない か。 

現に 小山 内 君ら の 経営され る 築地 小 劇場 は 天下 幾人 

のために 存在して ゐ るか。 それでな ほ且、 立派に 存在 



う 

芸術家 は、 さも その 窓が、 ひとりでに 明いた やうに、 

公衆と 共に、 その 窓 を 指して 叫べ —— 「お、、 美しき 

光よ」 と。 

芸術家 は、 一 般 公衆と 共に、 自然と 人生と を 観れば 

い い。 一 層 注意して 観れば い 、 。 絶えず 眼 を 離さずに 

それ を 観て ゐれ ばい、。 そして、 自ら 胸に 浮ぶ 想念 を、 

感興 を、 情 懐 を、 た > 正直に 述べれば い， 友と 語 

るが 如く。 

その 観 方が、 他の ものよりも 少し 深く、 その 述べ 方 

が、 他の ものよりも 少し 光彩に 富んで ゐる とき、 彼 は、 



んの 少しで も 撃 つ ことが で きたならば —— 

小山 内 君 は 「劇場の 中に 人生 を 観た 戯曲」 として 或 

る 脚本 を 斥け、 あまつ さへ、 それ を 読んで、 その 作者 

の 落度で も あるかの 如く 「驚いて」 をら れる。 (読者よ、 

許し 給へ、 それ は 僕の 作 「チロルの 秋」 である) 

「芝居と いふ 建物の 中で は、 どうにか 葉が 茂り 花 も 咲 

く かも 知れない。 然し、 吾々 が 現在 吾々 の 周囲に 見て 

ゐる 人生と いふ もの、 中に 持ち出したら、 恰度、 温室 

か ら冬 出さ れた 夏の 花の やうに、 忽ち 萎んで 了 ふだら 

う」 

ためし 

批難と いふ ものが、 これほど 讃 辞と 一致す る 例 を、 



僕 は 未だ 嘗て 知らない。 

僕 は、 僕の 戯曲 を、 夢にも 芝居と いふ 世界から 外へ 

持ち出す 野心 はない。 野心がない どころ か、 そんな 事 

をされ て は 迷惑 至極で ある。 

それにしても、 僕 は、 自分の 書く 戯曲が、 果して、 

温室へ 入れて まで、 葉 を 茂らせ、 花 を 咲かせる ほどの 

植物で あるか どうか、 その 点で、 既に 大きな 疑 ひ を も 

つ てゐ る。 

日本 演劇界の 耆宿 小山 内 君から、 さう いふ ことにつ 

いて、 もう 少し はっきりし たこと を 云って 頂きた かつ 

た。 た、 V、 「舞台 は 人生の 温室な り」 とい ふ 美しい 定義 
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